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広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 常陸太田市役所　72-31112

未
来
を
託
す
こ
の
１
票

18
歳
か
ら
始
ま
る
選
挙

平
成
27
年
６
月
の
公
職
選
挙
法
改
正

に
よ
り
、
選
挙
権
年
齢
が
20
歳
以
上
か

ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
20
年
に
男
女
普
通
選
挙
が
実
現
し

て
以
来
の
選
挙
資
格
変
更
で
す
。

平
成
26
年
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
け
る
年
代
別
投
票
率
を
み

る
と
、
20
歳
代
が
32
・
58
％
、
60
歳
代

が
68
・
28
％
で
し
た
。
60
歳
代
の
人
口

が
20
歳
代
よ
り
多
い
こ
と
を
加
味
す
る

70
年
ぶ
り
の
改
正

世
代
間
格
差

日
本
国
憲
法
前
文
を
み
る
と
国
民
主

権
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
で

選
ば
れ
た
議
員
が
政
治
に
つ
い
て
議

論
、
決
定
す
る
間
接
民
主
主
義
制
度
を

通
じ
て
、
有
権
者
一
人
ひ
と
り
が
民
主

主
義
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投

票
で
く
ら
し
や
社
会
づ
く
り
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

民
主
主
義
の
主
人
公

選挙資格の移り変わり ～  先人の努力による今の 1 票  ～

25 歳以上の男子で
直接国税（地租と
所得税）を 15 円以
上納めている人

25 歳以上の男子で直
接国税（地租と所得
税、営業税）を 10
円以上納めている人

25 歳以上の男子で直
接国税（地租と所得
税、営業税）を 3 円
以上納めている人

25 歳以上の男子
（男子普通選挙）

20 歳以上の男女
（ 男 女 平 等 普 通 選

挙）

18 歳以上の男女

1.1％ 5.5％2.2％ 20％ 84.4％48.7％有
権
者
の
人
口
比

選
挙
権
の
要
件

大日本帝国憲法発
布、東海道本線全
通

治 安 警 察 法 公 布、
与謝野鉄幹ら「明
星」を刊行

「改造」「解放」創刊、
ヴェルサイユ条約
調印

日ソ国交回復、東
京放送局ラジオ放
送を開始

太 平 洋 戦 争 終 戦・
降 伏 文 書 に 調 印、
国際連合成立

北陸新幹線の長野
― 金 沢 間 が 開 業、
マイナンバー制度

主
な
出
来
事

常陸太田市役所　72-31112広報ひたちおおた　2016 年 6 月号

と
票
数
の
差
は
3
倍
に
も
な
り
、
若
い

人
の
意
見
が
政
治
に
反
映
さ
れ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。

投票率

68.28％

人口（20代）

人口（60代）

32.58％

昭和20（1945）年大正14（1925）年大正8（1919）年明治33（1900）年明治22（1889）年 平成27（2015）年



広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 常陸太田市役所　72-31113

［特集］18 歳から始まる選挙

参議院議員通常選挙

投票区

投票所

氏名

貢 整理No.

名簿対象 処理欄 到着番号

投票所入場券

太田第一 0001

9　　　 2034000047

＊＊＊    4‐1

茨城県常陸太田市

梅津会館

太田　太郎

28 （日） 7 67 ○○平成　  年　 月　 日 午前　 時 ～ 午後　 時

投票所入場券の例 投票所の例

～
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
ら
～

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に

責
任
あ
る
1
票
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
投
票
し
や
す
く
す
る
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が

あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
制
度

不
在
者
投
票
制
度

在
外
選
挙
制
度

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
す
る
と
き
に
必
要
な
も
の
。
家
族
単
位
で
届
く
の
で
、

一
人
ひ
と
り
切
り
取
っ
て
投
票
所
の
受
付
で
渡
し
て
ね
。

投票管理者・立会人

投票箱

①

③

②

出口

投票用紙に候補者の名前を書くよ。
※�政党名を書くものもあります。

記載台

受 付・ 投 票
用紙の交付

大
事
な
1
票
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に

Ｑ　

ど
ん
な
人
が
対
象
？

Ａ　

�

仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投

票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
方
が
利

用
で
き
ま
す
。
遊
び
に
行
く
と
い
う

理
由
で
も
大
丈
夫
で
す
。

Ｑ　

ど
こ
で
何
時
か
ら
で
き
る
の
？

Ａ　

�

市
役
所
本
庁
と
各
支
所
の
4
カ
所
で
、

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

投
票
で
き
ま
す
。
投
票
で
き
る
期
間

は
選
挙
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

投票所入場券を渡して、
投票用紙を受け取る所

投票用紙を半分に折って
投票箱に入れるんだ。

障
が
い
者
に
配
慮

Ｑ　

ど
ん
な
人
が
対
象
？

Ａ　

�

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど

で
、
選
挙
期
間
中
に
投
票

す
る
市
町
村
以
外
に
滞
在

し
て
い
る
人
で
す
。

Ｑ　

ど
う
や
っ
て
投
票
す
る
の
？

Ａ　

�

選
挙
管
理
委
員
会
に
必
要
書
類
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

ど
ん
な
人
が
対
象
？

Ａ　

�

在
外
公
館
の
管
轄
区
域
に
引
き
続
き

3
カ
月
以
上
住
ん
で
い
る

方
で
す
。

Ｑ　

ど
う
や
っ
て
投
票
す
る
の
？

Ａ　

�

住
ま
い
を
管
轄
す
る
在
外
公
館
に
申

請
を
し
て
、
在
外
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

体
が
不
自
由
な
方
の
た
め
に

投
票
用
紙
に
文
字
が
記
入
で
き
な
い
方

の
た
め
の
「
代
理
投
票
」
や
、
目
の
不
自

由
な
方
の
た
め
の
「
点
字
投
票
」
が
あ
り

ま
す
。

※�

代
理
投
票
は
、
選
挙
人
の
指
示
で
記

入
す
る
補
助
者
と
指
示
通
り
か
確
認

す
る
補
助
者
が
つ
き
ま
す
。

※�

点
字
投
票
は
、
点
字
投
票
用
の
投
票

用
紙
と
点
字
器
を
使
い
ま
す
。

入口

～ 

投
票
日
に
都
合
が
悪
い
人 

～

～ 

海
外
に
住
ん
で
い
る
人 

～

～ 

投
票
市
町
村
以
外
に
い
る
人 

～

どこで投票するか
確認してね！



広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 常陸太田市役所　72-31114

高
校
生
で
も
選
挙
運
動
が
で
き
る

選
挙
ク
イ
ズ
あ
れ
こ
れ

18
歳
に
な
れ
ば
選
挙
運
動
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　

＝　

17
歳
以
下
は
選
挙
運
動
が
で
き
な
い

①
選
挙
運
動
の
期
間

�　

立
候
補
が
受
理
さ
れ
た
時
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

た
だ
し
選
挙
カ
ー
や
街
頭
演
説
は
、
午
前
8
時
か
ら
午
後
8
時

ま
で
に
時
間
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

②
「
で
き
る
こ
と
」
と
「
で
き
な
い
こ
と
」

�　

有
権
者
が
で
き
る
選
挙
運
動
は
無
制
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

選
挙
運
動
の
ル
ー
ル
を
見
て
み
よ
う

・
友
人
・
知
人
に
応
援
や
投
票
を
頼
む

・
電
話
を
使
っ
て
、
投
票
や
応
援
を
頼
む

・�

選
挙
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
ブ
ロ
グ
な
ど
に
書

き
込
む

・
選
挙
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
め
る

・�

選
挙
運
動
の
様
子
を
動
画
サ
イ
ト
な
ど
に
投
稿
す
る

そ
も
そ
も
選
挙
運
動
っ
て
な
に
？

「
特
定
の
選
挙
に
つ
い
て
、
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
目
的
と

し
て
、
投
票
を
得
又
は
得
さ
せ
る
た
め
に
直
接
又
は
間
接
に
必
要

か
つ
有
利
な
行
為
」
で
、
つ
ま
り
「
候
補
者
を
当
選
す
る
た
め
に

働
き
か
け
る
行
為
」
の
こ
と
な
ん
だ
ね
。

・
電
子
メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
挙
運
動

・
満
18
歳
未
満
の
選
挙
運
動

・
戸
別
訪
問

・
飲
食
物
の
提
供

・
署
名
運
動

・�

買
収
（
有
権
者
に
お
金
を
贈
っ
た
り
飲
食
な
ど
で
も
て
な
す
こ
と
）

　

選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
何
問
正

解
で
き
る
か
な
？

Ｑ
1　

�

投
票
所
に
1
番
乗
り
し
た
人

が
で
き
る
こ
と
っ
て
な
に
？

　

①　

�

投
票
箱
の
中
身
を
見
る
こ
と

が
で
き
る

　

②　

投
票
所
の
管
理
者
に
な
れ
る

　

③　

�

投
票
用
紙
を
2
枚
書
く
こ
と

が
で
き
る

Ｑ
2　

�

投
票
は
18
歳
か
ら
、
立
候
補

は
20
歳
か
ら
で
き
る

　

①　

○

　

②　

×

Ｑ
3　

�

投
票
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

で
き
る

　

①　

○

　

②　

×　

Ｑ
4　

�

平
成
26
年
の
衆
議
院
議
員
総

選
挙
で
は
20
代
は
3
人
に
1

人
し
か
投
票
し
な
か
っ
た

　

①　

○

　

②　

×　

Ｑ
5　

�

テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
選
挙
速

報
の
「
当
選
確
実
」、
外
れ

る
こ
と
も
あ
る

　

①　

○

　

②　

×　

同
じ
高
校
３
年
生
で
も
「
で
き
る
人
」
と
「
で

き
な
い
人
」
が
い
る
ん
だ
ね

で
き
な
い
こ
と

で
き
る
こ
と



広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 常陸太田市役所　72-31115

［特集］18 歳から始まる選挙

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
３
２
５
）

市
選
挙
管
理
委
員
会
の
取
り
組
み

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙
権
年
齢
等
の
18
歳
へ
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

選
挙
啓
発
や
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
高
校
に
限
ら
ず
依
頼
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

必
ず
投
票
に

行
こ
う
!!

選挙権が 18 歳からになったよ常陸太田駅でのビラ配布

本物の投票箱で模擬投票全校生徒を対象に選挙について説明

市議会を傍聴する太田二高生

投票前の中身確認。ちゃんと空箱です 投票用紙の書き方の説明

高
校
で
の
出
前
授
業

通
学
途
中
の

高
校
生
に
啓
発

市議会での取り組み
　

市
議
会
で
は
、
政
治
や
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
の
高
校
へ

市
議
会
傍
聴
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

1
の
答
え　

①　

投
票
箱
の
中
身

が
空
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
行
い
ま
す
。

Ｑ�

2
の
答
え　

②
×　

立
候
補
す
る

権
利
を
被
選
挙
権
と
言
い
ま
す
。

被
選
挙
権
は
左
の
表
に
あ
る
よ
う

に
選
挙
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員

満
25
歳
以
上

参
議
院
議
員

満
30
歳
以
上

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
議
会
議
員

満
25
歳
以
上

市
区
町
村
長

市
区
町
村
議
会
議
員

Ｑ�

3
の
答
え　

②
×　

で
き
ま
せ
ん
。

な
り
す
ま
し
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ�

4
の
答
え　

①
○　

20
代
は
32
・

２
％
の
投
票
率
で
し
た
。

Ｑ�

5
の
答
え　

①
○　
「
当
選
確
実
」

は
報
道
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
取
材
し

て
出
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
制
度
改
正
や
1
票
の
重
み

な
ど
に
つ
い
て
、
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

投
票
が
大
事
な
権
利
で
あ

る
こ
と
や
選
挙
に
行
く
時
の

心
構
え
な
ど
、
選
挙
の
概
要

に
つ
い
て
お
話
を
し
、
実
際

に
模
擬
投
票
を
体
験
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

常陸太田特別支援学校での授業

佐竹高校での授業

ク
イ
ズ
の
答
え



広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 常陸太田市役所　72-31116

✿

瑞
宝
双
光
章

白石克彦氏（金井町）

元公立小校長。永年にわたり
教育の発展に尽力された。

藍
綬
褒
章

小野瀬繁光 氏（下高倉町）

元各種統計調査員。永年にわ
たり国勢調査をはじめとした
統計調査に尽力された。

✿
✿おめでとうございます

春
の
褒
章

4
月
30
日
・

5
月
1
日
に

牛
久
市
栄
町

運
動
公
園
で

テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
東
関
東
連

盟
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

常
陸
太
田
リ

ト
ル
リ
ー
グ

か
ら
Ａ
・
Ｂ
の
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
Ａ
チ
ー
ム

が
第
３
位
。
5
月
29
日
に
埼
玉
県
深
谷
市
で
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

✿
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
東
関
東
大
会
で

３
位

石井啓一 氏（小妻町）

元市消防団副団長。永年にわ
たり消防団活動に従事された。

瑞
宝
双
光
章

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

市川健次 氏（東連地町）

元入国警備官。永年にわたり
公共の秩序の維持に尽力され
た。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

伊藤未𠮷 氏（天神林町）

元２等陸尉。国の安全を保ち、
公共の秩序の維持に尽力され
た。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

木村義一 氏（上利員町）

元茨城県警部。永年にわたり
公共の秩序の維持に尽力され
た。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

佐川　満 氏（内堀町）

元茨城県警部。永年にわたり
公共の秩序の維持に尽力され
た。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

寺門正美 氏（大里町）

元茨城県警部補。永年にわた
り公共の秩序の維持に尽力さ
れた。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

市川　毅氏（和田町）

市川畳工芸店代表。永年にわ
たり畳製作技能検定制度の普
及、推進に尽力された。

瑞
宝
単
光
章

春
の
叙
勲

藍
綬
褒
章

川崎卓男 氏（磯部町）

茨城県電気工事業工業組合理
事長。永年にわたり産業の振
興などに尽力された。

春
の
褒
章

✿

　

永
年
に
わ
た
り
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
方
、
社
会
の

各
分
野
に
お
け
る
優
れ
た
行
い
の
あ
っ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
春
の
叙
勲
」

「
春
の
褒
章
」、
警
察
官
や
自
衛
官
な
ど
、
危
険
性
の
高
い
職
務
で
社
会
に
貢

献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
、こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、

本
市
か
ら
は
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

✿
叙
勲
・
褒
章

叙
勲
・
褒
章

4
月
16
日
・
17
日
に
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た

２
０
１
６
国
際
親
善
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場

し
た
三
浦
拓
海
君
（
機
初
小
）
が
、
11
歳
男
子
＋

40 

kg
級
の
ク
ラ
ス
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

✿

空
手
の
全
国
大
会
で
3
位

常陸太田リトルリーグの皆さん

✿

✿

✿
✿
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3
月
に
真
弓
町
地
内
で
発
生
し
た
建

物
火
災
の
適
切
な
初
期
消
火
に
尽
力
さ

れ
た
、
白
籏
善
富
さ
ん
（
真
弓
町
）
に

江
幡
消
防
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

初
期
消
火
へ
の
感
謝
状白籏善富さん（右）

3
月
24
日
に
金
砂
郷
食
品
㈱
の
「
豆

の
香
ワ
ッ
フ
ル
」
が
、「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

＆
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ブ
ラ

ン
ド
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

訪
日
外
国
人
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
お
け
る
観
光
戦
略
の
一
環
と

し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
関
東
運
輸

局
観
光
振
興
推
奨
賞

豆の香ワッフルを持つ
永田由紀夫社長

✿おめでとうございます

✿ ✿
スポーツ功労者表彰
　各種競技優秀者表彰

　スポーツの発展に尽力された方や、各種競技で優れた成績
を収めた選手たちが、市体育協会から表彰されました。

◆功労者
　�森山一政（相撲部・上河合町）／大津由起子（バレーボール部・幡町）

／田所辰夫（卓球部・馬場町）／仲田征紀（ソフトボール部・大方町）
／佐川キミ（高倉支部・金井町）／吉成孝子（高倉支部・上高倉町）

◆競技優秀者
　�▽ソフトテニス　市毛勇気（山下町）、後藤聖貴（木崎二町）、小

濵真彦（内田町）▽サッカー　綿引海斗（馬場町）／川田涼太（新
宿町）▽陸上競技　小林竜也（幡町）／吉澤大樹（中染町）／稲田
翔威（西三町）▽弓道　關根祐也（内堀町）▽バスケットボール
　真栄城紗英乃（天神林町）▽剣道　市代表チーム（阿部季理、阿
部紫音、小松伯大、興野笑理、春山潤、監督・弓野政人）▽野球　
太田中野球部（根本浩平、小林蒼空、金澤龍生、佐藤真大、平山航
大、黒羽裕太、根本陸、茅根汰一、監督・木村貴洋）、水府中野球
部（小林直斗、後藤海渡、谷田部渉夢、大髙直樹、監督・塙寿昭）
▽�なぎなた　寺門那実（太田二高）、小泉真緒（太田二高）

［敬称略］

功労者の皆さん

里まち交流券

常陸太田  →  仙北

4 月 29 日

里　　まち交流掲示板

「
角
館
の
桜
ま
つ
り
」
で

常
陸
太
田
を
Ｐ
Ｒ

秋
田
県
仙
北
市
で
４
月
20
日
か
ら
５
月
５
日

ま
で
、
さ
く
ら
の
名
所
１
０
０
選
に
も
選
定
さ

れ
た「
角
館
の
桜
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
29
日
に
は
、
武
家
屋
敷
通
り
で
交
流
都

市
物
産
展
に
て
本
市
特
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り

早
く
見
ご
ろ
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く
の

観
光
客
で
賑
い
、
角
館
の
春
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。
９
月
に
は
、角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
（
国

指
定
文
化
財
）
へ
の
市
民
交
流
団
の
訪
問
も
企

画
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
交
流
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

桜まつりでにぎわう角館 本市特産品をＰＲ

競技優秀者の皆さん
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

４
月
23
日
か
ら
５
月
15
日
ま
で

第
27
回
竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
竜

神
大
吊
橋
周
辺
で
は
、
県
内
外
か

ら
贈
ら
れ
た
鯉
の
ぼ
り
約
1
千
匹

が
大
空
い
っ
ぱ
い
に
泳
い
で
い
ま

し
た
。
表
千
家
に
よ
る
野
点
茶
会

や
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

竜
神
大
吊
橋
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な

ど
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ひ
た
ち
お
お
た
観
光

な
び5

月
3
日
か
ら
、
お
得
で
便
利

な
（
一
社
）
市
観
光
協
会
公
式
ア

プ
リ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ご
利

用
は
無
料
で
す
。
観
光
情
報
の
ほ

か
市
内
の
飲
食
店
な
ど
で
使
え
る

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
や
観
光
マ
ッ
プ

な
ど
の
機
能
が
満
載
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

竜
神
峡
鯉
の
ぼ
り
ま

つ
り

画面イメージ

５
月
25
日
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

が
行
わ
れ
、
市
内
各
地
で
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人
口
規

模
が
ほ
ぼ
同
じ
市
町
村
が
何
ら
か

の
運
動
を
し
た
住
民
の
参
加
率
を

競
い
合
う
も
の
で
、
今
年
は
徳
島

県
鳴
門
市
と
対
戦
し
惜
敗
。
負
け

た
当
市
は
５
月
26
日
か
ら
1
週
間
、

鳴
門
市
の
市
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

対
戦
結
果
は
次
の
と
お
り

参
加
者(

人)

参
加
率
（
％
）

常
陸
太
田

市

３
０
８
６
９

56
・
６
％

鳴
門
市

３
５
１
４
２

58
・
５
％

竜
神
峡
で
カ
ヌ
ー
体

験５
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
竜
神

ダ
ム
湖
内
で
カ
ヌ
ー
体
験
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
参
加
し

た
家
族
連
れ
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
１
時
間
ほ

ど
の
自
然
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
と
大

空
に
た
な
び
く
鯉
の
ぼ
り
や
大
吊

橋
、
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の

景
観
を
堪
能
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、「
吊
橋

の
上
か
ら
見
る
の
と
違
っ
て
、
空

も
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
６

西
山
荘
国
指
定
記
念

講
演
会

猿の芸が観客を和ませる

ダウンロードはこちらから

力いっぱい群泳

自然あふれる上流へと進む

鯉のぼりの下を通る

陸上教室には約
100 人の子供が
参加

左から文化庁記念物課調査官  青木達
司氏、茨城大学名誉教授  鈴木暎一氏、
東京農工大学名誉教授  亀山章氏、樹
木医  横堀誠氏、（公財）徳川ミュー
ジアム学芸員　渡辺光恵氏

✿

✿

◇��

善
意
あ
り
が
と
う

　

〇�

横
山
亮
次
様
＝
市
政
の

た
め　

10
万
円

ご
支
援
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

4
月
24
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
西
山
御
殿
跡
（
西
山

荘
）
国
指
定
記
念
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
西
山
荘
の
国
指

定
を
記
念
し
て
茨
城
大
学
名
誉
教

授
鈴
木
暎
一
氏
ら
が
西
山
荘
と
徳

川
光
圀
、
西
山
荘
の
景
観
や
植
物

な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
県
内
２
例
目
93
年
ぶ
り
に
史

跡
及
び
名
勝
と
し
て
指
定
さ
れ
た

西
山
荘
を
訪
れ
て
新
し
い
魅
力
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

正しいラジオ体操の仕方を教
わった
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市内には優れた農林水産物や加工品などが数多
くあります。その中から市の特産品認証制度で
認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　　　　　（販売流通対策課　内線 662）

made in
 Hitachiota

逸 品
　『里美ジェラート』は、里美地区の生乳を使っ
たアイスです。生乳は酪農組合から直接仕入れ
ていて、新鮮な常陸太田市産生乳 100％を使用
しているので、加工しても原料の味が引き立っ
ています。生乳80㎏から約1,500個のジェラー
トが製造できます。工程は、－６℃で撹

かくはん

拌しな
がら－ 25℃で固めて出荷しています。生乳は、季節により乳脂肪分など
の成分に差があるため苦労するところはありますが、安定した生乳感を出

すことにこだわっています。お勧めの食べ方は、冷凍
庫から出して電子レンジで数秒温めることです。こう
することにより柔らかいマイルドな食感が楽しめます。
もちろん、かためもおいしいですよ。ＪＡ常陸の直売
所のほか、近隣の道の駅、スーパーマーケットなどで
も販売しています。これからもおいしい新商品を追加
していきたいです。

○�規格・価格：120ml　173 円
○�種類：バニラ・ゴマ・抹茶・ユズ・パンプ
キン・ブルーベリー・フレッシュミルク

○�販売元：JA 常陸

里美ジェラート

JA 常陸農畜産物さとみ加
工所所長の井坂さん。自
信をもってお勧めします！

ジェラートを製造する機械

特産品として認証された商品
には、この認証マークを表示
し、PRを行っています。詳
しくはこちら→

市特産品認証マーク

道の駅ひたちおおたレスト
ランのシェフを紹介します

問販売流通対策課（内線 661）

　常陸太田の野菜のおいしさを引き出して
くれるレストランのシェフを紹介します。

黄門の郷 

もぎたて情報 vol.  3 　「イベント広場」を活用し、各種イベント等を行う団体・
事業者等を募集します。フリーマーケット、各種発表会、
コンサート、移動販売等にご利用いただけます。

体験交流室をご利用いただけます

イベント広場を活用したイベント等を
募集します

　「体験交流室」は、料理教室やそば打ち教室などの各種
教室や、絵画展などの展示会等にご利用いただけます。利
用を希望する方は、事前にお申し込みください。

　「地産地消」をテー
マに、大切な実りを
安全かつ安心してお
食事していただける
よう、調理に従事し
ていきます。

　 常 陸 太 田 で 採 れ た
おいしい野菜で、素材
を 生 か し た 料 理 づ く
りをし、生産者の農業
に 対 す る 情 熱 や 思 い
を伝えていきます。

料理長　宮本岳郎さん 副料理長　諸澤豪さん

道の駅への出荷を考えている方へ

農産物等集荷システムをご利用ください
　道の駅では、各農家が道の駅指定の中継所（直売所等）
まで搬入した農産物を集荷するシステムを導入します。道
の駅まで直接搬入ができない方は、ぜひご利用ください。
※�販売手数料のほかに、別途集荷手数料がかかります。

申 問常陸太田産業振興㈱☎ 85‐6888

※�イベント広場・体験交流室の利用時間・
料金等詳しくはお問い合わせください。 お申し込み

はこちら

特産品認証
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巣
は
、
人
家
の
軒
先
・
床
下
・
生
け
垣
・

土
の
中
な
ど
に
作
り
ま
す
。
作
り
始
め
は

「
と
っ
く
り
」
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な
形

で
す
が
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
大
き
く
な
る

と
マ
ー
ブ
ル
模
様
の
球
体
状
に
な
り
ま
す
。

※�

ハ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
樹
木
や
地

中
に
巣
を
作
る
た
め
球
体
に
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
気
を
つ
け
て

�
注
意
!!
夏
に
な
る
と
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す

○
巣
に
近
づ
か
な
い
。

○�

頭
を
低
く
し
て
静
か
に
巣
か
ら
遠
ざ
か
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
お
困
り
の
と
き
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◇�

駆
除　

市
が
委
託
業
者
に
依
頼
し
、
駆
除

処
理
を
し
ま
す
（
作
業
日
時
は
、
委
託
業

者
と
直
接
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）。

◇�
費
用　

個
人
負
担
額
3
千
円
を
委
託
業
者

へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◇�

そ
の
他　

次
の
場
合
は
駆
除
処
理
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
駆
除
業
者
（
団
体
）
を
紹
介

し
ま
す
。

○�

高
所
等
で
作
業
が
困
難
な
場
所
の
駆
除

○�

駆
除
の
た
め
解
体
を
要
す
る
屋
根
裏
や

内
壁
と
外
壁
の
間
な
ど
の
巣
の
処
理

○�

巣
が
発
見
で
き
な
い
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆

除
○�

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ（
ク
マ
バ
チ
・

ミ
ツ
バ
チ
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
）

問���

環
境
政
策
課
（
内
線
１
０
９
）

　

�

金
砂
郷
地
域
振
興
課
（
☎
76
‐
２
１
１
６
）

　

�

水
府
地
域
振
興
課
（
☎
85
‐
１
１
１
8
）

　

�

里
美
地
域
振
興
課
（
☎
82
‐
２
１
１
１
）

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
を

行
い
ま
す

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
見
分
け
方

巣
を
発
見
し
た
場
合

球体状の巣 できはじめの巣

注
意
！
あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

悪
質
な
業
者
か
ら
金
銭
や
甘
い
言
葉
で
土
地
利
用
を

求
め
ら
れ
、
安
易
に
同
意
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
大

切
な
土
地
に
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
質
の
良

く
な
い
残
土
な
ど
を
埋
め
立
て
ら
れ
る
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
不
法
投
棄

キ
ッ
パ
リ
断
る

甘
い
言
葉
で
誘
惑

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
、

安
易
に
土
地
を
貸
さ
な
い
」
と
い
う
意
思
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
す
。

巣の特徴 

　

遊
休
地
に
い
つ
の
間
に
か
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
人
目
に

つ
き
に
く
い
土
地
、
手
入
れ
が
行
き

届
か
な
い
土
地
な
ど
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
見
回
り
、
侵
入
防
止
策
や
不
法
投
棄

禁
止
な
ど
の
警
告
掲
示
板
の
設
置
が
有
効
で
す
。

�

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら 

　
�

不
法
投
棄
１
１
０
番　

０
１
２
０
‐
５い

つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ

３
６
‐
３
８
０

（
受
付　

平
日 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
。

時
間
外
は
太
田
警
察
署
☎
73
‐
０
１
１
０
ま
で
）

問�

県
廃
棄
物
対
策
課
（
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
０
３
３
）

　

環
境
政
策
課
（
内
線
１
０
９
）

　

金
砂
郷
地
域
振
興
課
（
☎
76
‐
２
１
１
６
）　

　

水
府
地
域
振
興
課
（
☎
85
‐
１
１
１
8
）

　

里
美
地
域
振
興
課
（
☎
82
‐
２
１
１
１
）
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19:00 開演（18:30 開場）
全席指定 6,800 円（税込）

17:30 開演
全席指定
一般 5,500 円（税込）
学生 2,500 円（税込）

和太鼓ソリストとして日本の太鼓を世界に知ら
しめた林英哲とジャズシーンをけん引しつづける
トップランナー山下洋輔が世界各地で絶賛された
名演「ボレロ」で、パルティを感動で震わせる！

芸術の国ロシアからピアノ、ヴァイオリン、チェロ、オーボエなど
一流のアーティストをお招きします。曲目：G 線上のアリアなど

各事業の詳細は市報お知らせ
版やチラシ、ホームページなど

でお知らせします。他にもさまざまなコンサートやワーク
ショップを企画していますので、どうぞお楽しみに！

←パルティホールの情報はこちら

＊ 2016 年 5 月現在の予定です。変更の場合もございますので、あらかじめご了承ください。

コンサートチケットは下記でもお買い求めいただけます。
交流センターふじ／水府総合センター／里美文化センター

出演：橘知里、伊藤真理

対象：小学生
講師：なる
常陸太田市アーティ
ストインレジデンス

出演：ライマ・ヤンソーネ（ラトビアの民族楽器クアクレ）
　　　マリア・ヘレナ・フェルハイム（ラップランドの伝統歌ヨイク）

ご期待ください！

今年も
　やるよ～

6月25日（土）10:00発売開始

申 問パルティホール（☎ 73-1234）

市プレミアム付き商品券販売のお知らせ
じょうづるさん商品券を販売します

��

申

　

遊
休
地
に
い
つ
の
間
に
か
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。
道
路
か
ら
奥
ま
っ
た
人
目
に

つ
き
に
く
い
土
地
、
手
入
れ
が
行
き

届
か
な
い
土
地
な
ど
が
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
見
回
り
、
侵
入
防
止
策
や
不
法
投
棄

禁
止
な
ど
の
警
告
掲
示
板
の
設
置
が
有
効
で
す
。

�

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら 

　

�

不
法
投
棄
１
１
０
番　

０
１
２
０
‐
５い

つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ

３
６
‐
３
８
０

（
受
付　

平
日 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
。

時
間
外
は
太
田
警
察
署
☎
73
‐
０
１
１
０
ま
で
）

問�

県
廃
棄
物
対
策
課
（
☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
０
３
３
）

　

環
境
政
策
課
（
内
線
１
０
９
）

　

金
砂
郷
地
域
振
興
課
（
☎
76
‐
２
１
１
６
）　

　

水
府
地
域
振
興
課
（
☎
85
‐
１
１
１
8
）

　

里
美
地
域
振
興
課
（
☎
82
‐
２
１
１
１
）

◇�販売価格　1冊1万円（1千円券11枚綴・1人3冊まで）　　◇�申込期間　6月13日月～ 30日木
◇�購入申込方法　募集チラシに付いている専用ハガキでお申し込みください。
　※�募集チラシは、6月11日土に新聞折り込み、および市商工会、商工会加盟店店頭、市役所等に設置します。
※詳しくはお知らせ版5月25日号をご覧ください。　　問�市商工会（☎72‐5533）
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問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
６
３
１
・
６
３
２
）

4
月
1
日
に
19
人
の
農
業
委
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
3
年
間
農
家
の

代
表
と
し
て
、
主
に
農
地
の
貸
借
・
売
買
・
転
用
の
許
可
事
務
等
、
地
域
農
業

の
振
興
に
関
す
る
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

氏　

名

住　

所

電
話
番
号

担
当
地
区

齋
藤　

貫
司

高
貫
町

74
‐
４
７
０
７
太
田
地
区
・
機
初
地
区

（
幡
町
を
除
く
）

檜
山　

栄
子

幡
町

74
‐
３
３
９
０
機
初
地
区
（
幡
）

髙
橋　

靖
浩

真
弓
町

74
‐
２
７
２
１
世
矢
地
区
（
真
弓
・
亀
作
）

小
川　

剛

大
森
町

74
‐
５
９
９
３
世
矢
地
区
（
大
森
・
小
目
）

沢
畠　

均

堅
磐
町

74
‐
４
３
９
１
西
小
沢
地
区

山
田　

一
則

谷
河
原
町

72
‐
１
９
６
３
佐
竹
地
区

堀
口　

英
一

島
町

72
‐
１
２
９
６
幸
久
地
区
（
島
・
粟
原
・

上
河
合
・
下
河
合
）

萩
谷　

和
枝

藤
田
町

72
‐
１
６
３
６
幸
久
地
区
（
藤
田
）

大
和
田　

清
見

下
大
門
町

72
‐
５
４
８
９
誉
田
地
区

須
田　

正
行

里
野
宮
町

72
‐
６
２
２
１
佐
都
・
河
内
地
区

鈴
木　

實

大
里
町

76
‐
３
８
１
１
久
米
地
区

塙　

壽
一

中
野
町

76
‐
３
２
１
８
郡
戸
地
区
（
花
房
町
を

除
く
）

根
本　

恵
子

花
房
町

76
‐
２
６
６
５
郡
戸
地
区
（
花
房
）

阪
本　

勝
實

竹
合
町

76
‐
２
６
１
３
金
郷
地
区

海
老
根　

賢
一

赤
土
町

76
‐
９
６
１
０
金
砂
地
区

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す（

敬
称
略
）

氏　

名

住　

所

電
話
番
号

担
当
地
区

五
十
嵐　

初
男

松
平
町

85
‐
０
４
３
１
山
田
・
天
下
野
地
区

和
田　

範
政

和
久
町

85
‐
１
３
１
７
染
和
田
・
高
倉
地
区

菊
池　

正
喜

徳
田
町

82
‐
４
１
３
９
小
里
地
区
（
大
中
町
の
一

部
〈
宿
・
和
美
・
外
の
内
・

里
平
・
樫
村
〉
を
除
く
）

大
澤　

洋
一

折
橋
町

82
‐
３
７
０
６
賀
美
地
区
・
大
中
町
（
宿
・

和
美
・
外
の
内
・
里
平
・

樫
村
）

※
日
時
・
場
所
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
総
会
は
特
別
な
場
合
を
除
き
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
総
会
開
催
予
定

※�

４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
阪

本
勝
實
委
員
、
会
長
代
理
に
須
田
正
行
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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氏
名

住
所

電
話
番
号

担
当
地
区

安　

幸
男

松
栄
町

76
‐
０
２
３
０

中
野
・
小
島
・
松
栄
町

冨
田　

守
夫
花
房
町

76
‐
２
５
３
１

花
房
・
新
地
町

海
老
根　
則
之
下
利
員
町

76
‐
１
０
９
７

竹
合
・
箕
・
下
利
員
・
中
利
員
・

宮
の
郷
町

荻
津　

知

高
柿
町

76
‐
３
３
７
７

高
柿
・
大
方
・
千
寿
・
岩
手

町

岡
﨑　

武

赤
土
町

76
‐
９
４
３
０

上
利
員
・
赤
土
町

菊
池　

勝
美
上
宮
河
内
町
76
‐
９
１
８
０

下
宮
河
内
・
上
宮
河
内
町

平
山　

孝
夫
棚
谷
町

85
‐
０
４
８
７

棚
谷
・
松
平
・
国
安
町

小
林　

正
典
和
田
町

85
‐
１
０
４
６

和
田
・
東
連
地
町

川
上　

勝
男
町
田
町

85
‐
１
０
１
１

和
久
・
町
田
・
西
染
町

吉
澤　

正
之
中
染
町

85
‐
０
１
９
９

中
染
・
東
染
・
河
内
西
町

木
下　

大
三
天
下
野
町

87
‐
０
８
４
５

天
下
野
地
区

井
上　

佳
之
下
高
倉
町

87
‐
０
０
５
３

高
倉
地
区

大
森　

正
清
里
川
町

82
‐
４
０
３
２

里
川
・
徳
田
町

高
星　

隆
一
小
中
町

82
‐
３
５
５
３

小
妻
・
小
中
町

佐
藤　

英
雄
大
中
町

82
‐
３
４
０
２

大
中
町

鈴
木　

浩

小
菅
町

82
‐
３
９
２
４

折
橋
・
小
菅
町

椎
名　

操

上
深
荻
町

82
‐
３
６
９
２

大
菅
・
上
深
荻
町

氏
名

住
所

電
話
番
号

担
当
地
区

渡
邉　

彰

東
一
町

72
‐
０
５
６
９

太
田
地
区

石
川　

勇

幡
町

74
‐
５
１
６
７

高
貫
・
田
渡
・
幡
町

増
田　

忠
昭
三
才
町

72
‐
６
０
１
０

三
才
・
西
宮
・
長
谷
町

木
村　

孝
喜
小
沢
町

74
‐
４
０
４
０

小
沢
・
落
合
町

冨
岡　

宣
孝
内
田
町

74
‐
３
３
２
２

内
田
・
堅
磐
・
上
土
木
内
町

植
田　

義
己
岡
田
町

74
‐
５
７
４
６

岡
田
・
沢
目
町

大
内　

秀
雄
上
河
合
町

72
‐
６
３
２
１

上
河
合
町

髙
野　

源
次
下
河
合
町

72
‐
３
２
１
６

下
河
合
・
藤
田
町

宇
野　

征
市
粟
原
町

72
‐
２
７
９
２

島
・
粟
原
町

篠
原　

勝
好
谷
河
原
町

72
‐
５
１
４
０

谷
河
原
町

石
川　

義
雄
天
神
林
町

72
‐
３
６
８
０

天
神
林
町

菊
池　

春
文
磯
部
町

72
‐
１
５
５
７

磯
部
・
稲
木
町

尾
﨑　

亨

新
宿
町

72
‐
４
０
１
３

新
宿
・
増
井
・
下
大
門
・
上

大
門
町

樋
田　

幸
男
馬
場
町

72
‐
２
６
９
１

馬
場
町

菊
池　

繁

瑞
龍
町

72
‐
３
２
５
５

瑞
龍
町

柴
田　

正
之
茅
根
町

72
‐
１
９
１
３

里
野
宮
・
白
羽
・
茅
根
町

武
藤　

健
一
常
福
地
町

78
‐
０
８
５
７

常
福
地
・
春
友
町

鈴
木　

輝
夫
小
目
町

74
‐
３
３
３
９

大
森
・
小
目
町

猿
田　

清

亀
作
町

74
‐
２
４
５
８

真
弓
・
亀
作
町

和
田　

正

町
屋
町

78
‐
０
７
４
８

町
屋
・
西
河
内
下
町

石
川　

武
志
西
河
内
中

町

78
‐
０
７
９
５

西
河
内
中
・
西
河
内
上
町

佐
藤　

克
美
大
里
町

090
‐
２
３
１
２
‐

８
８
４
５

薬
谷
・
大
里
・
大
平
町

鈴
木　

定
夫
大
里
町

76
‐
２
６
８
２

久
米
・
玉
造
・
芦
間
町

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
、
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
3
年
間
農
地
の
利
用
な
ど
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い

（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
制
度
化
）。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す【

主
な
活
動
内
容
】
農
地
利
用
最
適
化
の
た
め
の
次
の
活
動

①�

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化　

農
地
の
受
け
手
と
出
し

手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。
農
地

中
間
管
理
事
業
の
活
用
も
促
し
ま
す
。

②�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消　

遊
休
農
地
所
有
者
等
の
意
向
調
査

を
す
る
と
と
も
に
、担
当
地
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
い
ま
す
。

③�

新
規
参
入
の
促
進　

就
農
希
望
者
と
農
地
所
有
者
の
架
け
橋
と
な
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
ま
た
、企
業
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
も
、

農
地
所
有
者
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
６
３
１
・
６
３
２
）

（
敬
称
略
）
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な る

2013年10月から開始された本事業では、金砂郷・里美の2地区に2人の芸術家が
滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

移住市区に限らず、市内各地区でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化した楽しく深みのある活動を展開して
いきたいと思っています。アーティストへのお問い合わせは、少子化・人口減少対策課までお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　

tel　0294-72-3111(内線314・346) ／ fax　0294-72-3002 
　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ：hitachiota-air.com ／FBページ：facebook.com/air.hitachiota　　

渡部 智穂

みんなで作ったピニャータを割りました!!　「ウェルカム ピニャータWS」完結
新一年生を歓迎する目的で春休みに作った「ウェルカム ピニャータ」。かなさごう児童ク
ラブでは4月13日、ぐんど児童クラブでは4月18日に新一年生を交え、お菓子の詰まったピ
ニャータを割って楽しみました。揺れるピニャータに空振りしてしまったり、なかなか割れ
ないピニャータを叩きすぎて、中のお菓子が割れてしまったりと、一つ一つのエピソード
がみんなの笑顔を作ってくれました。一生懸命作ったピニャータを壊すことに、さみしさ
を感じつつ、それ以上に価値ある楽しい思い出を作ることが出来ました。最後にみんなで
食べた戦利品のお菓子は、格別だったようです！

「子どもの読書活動推進フォーラム」の中で「子供の読書活動優秀実践校」として里美小・中
学校が文部科学大臣より表彰されました。環境整備の地域のボランティアさん、私も参加さ
せてもらっている読み聞かせボランティアさん、そして昨年、里美小学校3年生のみんなと図
書室の一角を地域に親しむスペースとして｢里川に住んでいそうなお魚さん｣を制作したり、
子供達と地域の皆さんが盛り上げた活動が評価されたとのことです。私も微力ながら参加さ
せていただいた活動が子供達や地域の皆さんの笑顔に繋がったことがとてもうれしいです。

文部科学大臣より表彰！地域の皆さんで盛り上げた図書館
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「思い」や「考えていること」を形にする

問少子化・人口減少対策課（内線 346）
地域おこし協力隊ホームページ：hssk-i.com/
地域おこし協力隊フェイスブック：fecebook.com/hokyoryokutai

3 月末から開催していた「さとみのおくりもの」の第 1弾が終了しました。1枚の里
美産の杉板から「イスのような本棚にもなるシンプルで変化に富んだモノ」を作りました。
ただ作るだけではなく、全 4回の工程で木の成り立ちや山の話、製材所見学など学びの
多いプログラムとなりました。参加者や主催者という関係でなく、新たなつながりができ、
実施してみないとわからないことはたくさんありました。頭の中で考えていることをど
う伝えたらいいのか、果たして伝わっているのか難しかったです。終了後の参加者アン
ケートには「次回も参加したい」という声があり、第 2弾は何を作ろうか考え中です。

～ 里美地区  田中あかね ～

◆�

対
象
と
な
る
方　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

○�

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
に
婚
姻
届

を
提
出
し
受
理
さ
れ
、
新
た
に
市
内

の
民
間
賃
貸
住
宅
の
契
約
を
し
、
入

居
し
た
新
婚
家
庭
で
あ
る
こ
と

○�

婚
姻
届
出
日
現
在
の
年
齢
が
、
夫
婦

い
ず
れ
も
満
50
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

　

○�

世
帯
の
所
得
（
貸
与
型
奨
学
金
の
返

還
を
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
金
額
を

控
除
し
た
額
）
が
３
０
０
万
円
未
満

で
あ
る
こ
と　

　

○�

本
市
お
よ
び
従
前
の
居
住
地
に
お
い

て
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

○�

過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
こ
と

じ
ょ
う
づ
る　

ラ
イ
フ　
【
第
３
回
】 

ひ
た
ち
お
お
た
で
暮
ら
す
、
お
得
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
♪

問�

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
課
（
内
線
３
１
４
・
３
４
６
）

○
新
婚
家
庭
引
越
し
費
用
助
成
金

◆�

助
成
額　

１
世
帯
当
た
り
最
大
18
万
円

◆�

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
少
子
化
・
人

口
減
少
対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

当
該
住
宅
に
居
住
す
る
方
全
員
の
住

民
票
の
写
し

　

○
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

　

○�

当
該
住
宅
に
居
住
す
る
方
全
員
の
所

得
証
明
書

　

○�

当
該
住
宅
に
居
住
す
る
方
全
員
の
納

税
証
明
書
等
、
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
書
類

　

○�

貸
与
型
奨
学
金
の
返
還
額
が
わ
か
る

書
類
（
該
当
に
な
る
方
の
み
）

　

○
物
件
の
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

　

○�

引
越
し
に
係
る
領
収
書
（
引
越
し
業

者
等
が
発
行
す
る
も
の
）

　

○
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、「
助
産
師
な
ん
で
も

相
談
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
よ
！

市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
婚
家
庭
に
、

引
越
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
新
生

活
を
応
援
し
ま
す
！

こんにちは。農業部門の協力隊が２人増えて３人になりました。仲間が増えてう
れしい限りです。さて、４月から我々農業部門の協力隊は、常陸太田市の特産品で
ある梨の農家さんにて技術習得のための日々を送っています。今の時期は実をより
甘く大きくするために、大量についている実を取る摘果という作業と草刈をやって
います。これからお盆頃の収穫に向けて草刈・摘果の日々です。しっかり技術を身
につけていきたいと思います！

～ 農業分野  竹村幸耶 ～梨農家で研修中

まだ小さな梨の実です

完成間近です
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ちょっと
寄り道

今
月
は
薬
谷
町 

紹介者　
薬谷町

川崎忠雄さん

山田川の薬
くすりやぜき

谷堰には、久慈川の水が流れ込ん

でいます。江戸時代初期、永田茂
も え も ん

衛門、勘
か ん え も ん

衛門

父子によって完成した辰
た つ の く ち

ノ口用水の水です。現

在の薬谷堰は、昭和５年にコンクリート堰に

改築されました。ここから用水は大里、天神林、

藤田、谷河原、河合へと流れて行きます。かた

わらに薬谷堰記念碑と水神様 ( 水
みくまりのかみ

分神 ) があり、

地元の人々により大切に守られています。堰か

ら南西 1 キロメートルにある丘は横塚山。こ

こは西金砂神社磯
い そ で だ い さ い れ い

出大祭礼のときの渡
と ぎ ょ

御行列

のお休み場です。頂上からは、辰ノ口用水に

よって灌
かんがい

漑される広大な水田と山田川が見渡せ

ます。山田川の堤防は、ウォーキングやサイクリングの人気コースになっ

ています。    　　　　※水分神…流水の分配をつかさどる神

次回のちょっと寄
り道は 8 月号に掲
載します。お楽し
みに !

横塚山のさくら

小石川偕楽園

3 月 25 日、太田一高写真部の生徒 11 人が竜神峡で環境美

化活動を行いました。竜神ダム駐車場を出発し、亀ケ淵まで

のハイキングコース約４ｋｍを歩きながらゴミ拾いをし、亀

ケ淵や渓谷の景色や咲き始めた花など竜神峡の春のきざしを

写真に収めました。

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

竜神峡でクリーン大作戦

薬谷堰

黄門様こと徳川光圀のことについて、正しい場合は〇を、違うと思うときは × を□に記入してください。
（答えはこの広報紙のどこかにあります）

ゆかり話

問題

西山御殿跡（西山荘）が国の史跡及び名勝に指定されたことを記念し、
黄門様こと徳川光圀に関するクイズやゆかり話を紹介します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問�文化課（☎ 72 ‐ 3201）

Vol.3

食膳に出たのし鮑を、家老中山備前守に「食してみよ」と毒見をさせたり、「御役目ごくろうである」とねぎ

らいの言葉をかけたりと、その立ち振る舞いや気概から、若殿世子としての気風十分と認められ選ばれたのです。

諸兄弟の中から兄頼重（竹丸）をさしおいて水戸家の世子に選ばれた光圀

（長丸）は、水戸藩江戸上屋敷に住むことになります。上屋敷は、千代田城（江

戸城〈現在の皇居〉）内、御三家がならぶ松原小路にありました。その後光

圀 29 歳の時、江戸城本丸と御三家上屋敷が明暦 3（1657）年の大火で類焼し、

水戸藩江戸上屋敷は今の小石川後楽園のある一帯に移り、後に「彰考館」が

この土地に設けられました。

常
陸
太
田
の
黄
門
様
検
定
会

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

6 才の時、将軍家光の遣いの家老、中山備
びぜんのかみ

前守に世
せ い し

子として選ばれ、以後水戸城本丸に住んだ。

知ってＱ

常陸太田の黄門チャマ

知ってＱ!知ってＱ!
シ　     　ッ　   　テ　  　キュウ

黄門様黄門様
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原
因
は
高
血
圧
の
悪
影
響

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
☎
73
‐
１
２
１
２ 

当
市
で
は
標
準
化
死
亡
比
に
お
い

て
、
生
活
習
慣
病
と
の
関
連
性
が
高

い
も
の
が
多
く
、
男
性
で
は
心
疾
患

が
、
女
性
で
は
心
疾
患
と
脳
血
管
疾

患
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

標
準
化
死
亡
比
（
年
齢
構
成
の
影

響
を
除
い
て
死
亡
状
況
を
表
し
、

地
域
比
較
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で

全
国
が
1.0
）

※�

平
成
27
年
3
月
に
策
定
し
た
市
健

康
増
進
計
画
の
重
点
目
標
の
一
つ

に
「
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
死

亡
率
を
減
少
す
る
こ
と
」
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

高
血
圧
を
予
防
し
よ
う
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

来月号から、高血圧予防の取り組み
について具体的に紹介していきます。

内容予告

　

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
と
関
連
性

の
高
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
が
「
高
血
圧
」
で
す
。
高
血

圧
に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
、
さ
ら

に
は
高
血
圧
に
な
っ
て
も
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
生
活
習
慣
病
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

生
活
習
慣
病

脳
脳 梗 塞、 脳 出 血、
くも膜下出血、無
症候性脳梗塞

脳心臓
狭心症、心筋梗塞、
心肥大、心不全

腎臓

慢性腎臓病、腎硬
化症、腎不全

その他
眼底出血、大動脈瘤、大動脈解離、閉塞性動脈硬化症など

高血圧が全身の動脈に及ぼす悪影響

掲載月 内容

7 月 適正体重に近づけよう

8 月 健診を受けよう

9 月 血圧を下げる食生活

10 月 運動の習慣化

11 月
入浴のポイントなど日

常生活の注意点

12 月 血圧を正しく測るコツ

男
性

女
性

0.0

1.5
常陸太田市茨城県

腎不全糖尿病脳血管疾患心疾患悪性新生物全死因

1.0
(全国値）

1.19

1.04

1.22

1.06

0.0

1.5
常陸太田市茨城県

腎不全糖尿病脳血管疾患心疾患悪性新生物全死因

1.0
(全国値）

1.211.23
1.32

1.05

1.22
1.14

  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

選管
ひたちお

おた

高血圧予防について

いっしょに勉強して

いきましょう！
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Information
市
で
は
、
土
砂
災
害
や
浸
水
害

に
対
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
す
ば

や
く
安
全
な
場
所
に
避
難
で
き
る

よ
う
に
、洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
各
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
、
避
難
場
所

や
避
難
経
路
に
つ
い
て
家
族
や
地

域
の
人
た
ち
と
下
見
を
し
た
り
話

し
合
っ
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
を
準
備
し
ま

し
ょ
う

雨
の
降
り
方
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

問�

防
災
対
策
課
（
内
線
３
５
1
）

急
に
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
備
え
て
、日
ご
ろ
か
ら
準
備
・

点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
短
時

間
に
局
地
的
に
大
雨
が
降
る
「
局

地
的
豪
雨
」
が
多
発
し
、
住
宅
浸

水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
深
刻
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
ど
ん

ん
な
雨
で
も
油
断
せ
ず
、
最
新
の

気
象
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に

周
囲
の
状
況
の
変
化
に
注
意
を
払

い
、
天
気
の
急
変
に
備
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
時
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

真
っ
黒
な
雲
が
近
づ
き
、
急

に
暗
く
な
る
。

〇�
急
に
冷
た
い
風
が
吹
い
て
き

た
。

〇
雷
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
や
河
川
の
氾は

ん
ら
ん濫

な
ど
、
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
災
害
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
事
前
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
命
を
守
る
行
動
を

特
別
警
報
は
、
警
報
の
発
表
基

準
を
は
る
か
に
超
え
る
危
険
な
状

況
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

○�

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

こ
の
数
十
年
間
災
害
の
経
験

が
無
い
地
域
で
も
、
災
害
の

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

※�

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
こ

と
は
禁
物
で
す
。
最
新
の
気

象
情
報
を
確
認
し
、
避
難
準

備
な
ど
早
め
の
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

近
所
の
危
険
区
域
を
確

認
し
ま
し
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　災害時における情報を、携帯電話・スマートフォン（ＮＴＴドコモ・ａｕ・ソフトバンク）を利用して「緊
急速報メールやメール一斉配信サービス、ツイッター・フェイスブック」で配信します。

市からの災害情報を確認しましょう

ー主な非常用備品リストー
□ 非常食・水　　　□ 携帯電話・充電器　□ 懐中電灯
□ �現金・貴重品　　□ 保温シート　　　　□ スリッパ
□ 衣類・下着類　　□ レジャーシート　　□ ビニール袋　
□ ハザードマップ　□ �常備薬・持病薬　　□ 軍手
□ タオル・マスク　□ 携帯ラジオ　　　　□ 予備の眼鏡

＊�自分の環境にあわせて必要なものを準備しましょう。

　〇�緊急速報メール（登録不要）　河川洪水や土砂災害による避難勧告などの災害情報を携帯電話
（ＮＴＴドコモ・ａｕ・ソフトバンク）にメールで配信します。

　　※�緊急速報のエリア内にいない場合は、受信することができません。

　〇�メール一斉配信サービス（事前登録必要）メールアドレスを事前に登録していただくと、市
からの情報をお使いの携帯電話やパソコンへメール配信します。※ 市外での受信も可能

�メール一斉配信
サービスの登録は
こちら↓

日ごろからの準備

雨が降ってきたときは

特別警報

警　報

注意報

ハザードマップは、市ホームページ
にも掲載してあります

高い

災
害
発
生
の

危
険
性
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5 月 8 日、早稲田塾田植え
体験が西河内地区で行われ、
塾生たち 50 人が地元の方と
親交を深めました。塾生たち
は、慣れない田んぼの中を転
ばないように気をつけながら
田植えをしていました。

5 月 14 日、 芦 間 町 で お
田植え泥んこまつりが行
われ、幼児から大人まで約
200 人が参加。田植えのほ
か、田んぼの中に刺した旗
を取るどろんこフラッグ競
争などが行われ、泥水を激
しく跳ね上げていました。

5 月 16 日、西山荘で光圀公御前
田御田植祭が行われ、徳川ミュー
ジアムから招待を受けた太田進徳
幼稚園の年長児 38 人が田植えを行
いました。はじめは、おっかなびっ
くりだった園児たちも終わるころ
には慣れた様子でした。

4 月 26 日、 自 警 団 な ど 8
団体が集まり春の地域安全運
動街頭キャンペーンを、かわ
ねやフェスタ店で開催。長島
太田警察署長は犯罪の被害防
止についてあいさつ。はすみ
保育園児によるアトラクショ
ンのあと、参加者は買い物客
に対して防犯の呼びかけを行
い、青色防犯パトロールに出
発しました。

春の地域安全運動街頭キャンペーン

犯は鍵かけ声かけ心がけ防

5 月 3・4 日、里美牛フェス
ティバルが里美ふれあい館で
行われ、のど自慢・カラオケ
大会などのステージイベント
が会場を盛り上げていました。
なかでも、コロッケをトッピ
ングした総重量 2kg のカレー
早食い選手権には市内外から
参加。3 日は 5 分台、4 日は 3
分台で完食。優勝者には里美
牛肉のセットが贈られました。

里美牛フェスティバル
ーおいしくてたまらないモ

丁寧に苗を植える

田植えのイベントが各地で

にまみれて丁寧に泥

のど自慢で会場を盛り上げた

早食い優勝者は断トツの速さ

鍵かけをお願いします

１番目指して泥はねもなんのその

まちの話題 my town news 

白バイの先導でパトロールへ

5 月 15 日、徳川光圀が儒教の師と仰いだ朱舜水の末
裔である朱育成さん家族が中
国浙江省余姚市から来市。末
裔として 5 年ぶりに瑞龍山水
戸徳川家墓所にある朱舜水の
墓参りをしました。一行はそ
の後西山荘など、水戸徳川家
ゆかりの地を巡りました。

朱舜水の末裔が参拝

路はるばる先祖の墓参り遠

先祖の墓の前で

泥なんてへっちゃら

転ばないように気をつけて

5 月 15 日、天下泰平や諸業繁盛、大震災早期復興な
どを願い、旧太田町地区を御神輿が
進みました。途中、太田の地ばやしや、

舞の奉納も行
われ、古い街
並みを伝統で
彩りました。

若宮八幡宮で御神幸祭

年ぶりの行列６

舞が奉納された 御神輿が入社
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白羽スポーツ広場

見はらし台①

清水寺②

三本山桜⑥

天志良波神社④

稲荷神社⑤

ホタルの里

如意輪観音③

馬力神

拝田

スタート・ゴール
白羽スポーツ広場

トイレ

火の見やぐら

Ｎ

至  茅根町

至  里川

至  田渡町

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

今回は、白羽スポーツ広場に車を停めて白羽町内を歩きました。白羽町は、坂上田村麻呂が奥州征伐の途中で里
川の堤から眺めた松倉山が京都の東山に似ていたことから、お堂を造営して清水寺と称したなど、様々な伝説を持
つ地域です。また里川が流れ、田園が広がり水辺にも恵まれ、初夏にはホタルが飛び交う自然豊かな地域です。多
くの神社の歴史と多様な植物も見られ、のんびり歩くにはもってこいです。皆さんも白羽町をゆっくりと歩いてみ
てはいかがでしょうか？

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て　て　ウォークく　   く 61
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）
  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

距離：約6km   所要時間：約2時間30分 距離：約6km   所要時間：約2時間30分 白羽町ハイキングコース白羽町ハイキングコース

カラスビシャク

ガビチョウ

ハハコグサ

シャガ

キジ

如意輪観音

旧 太 田 で 一 番 古 い
と 言 わ れ る 如 意 輪
観 音 様 が 松 倉 山 清
水寺の裏手にある

③

見はらし台
（白羽スポーツ広場展望台）

航空衛星センターの巨大な
パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ を 背 に
96 段の階段を上ると東屋
があり、振り返ると眺望が
開け県庁まで見渡すことが
できる

①�
清
せいすいじ

水寺

元 は 松 倉 山 の 頂 上 に
建 っ て い た が 参 拝 し
や す い よ う に 麓 に 移
築した。常陸（水戸）
三十三観音霊場第 13
番札所

②

今回参加した地元のガイドさんたち狛犬はキツネさま

伏見稲荷神社⑤

非常にきれいに咲くため、地
元では有名なお花見スポット

五厘平の三本山桜⑥

天
あま（め）のしらは

志良波神社

坂上田村麻呂が奥州征伐の
途中この地に留まったおり、
夢で見たお告げで白羽の矢
一双を賜ったので社を建て
て祀ったという伝説もある

④

Ｐ 16 の答え　×
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No.15平成 28 年 6 月号スポ
ーツ
に親
し

む団
体等
を紹
介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

水府サッカースポーツ少年団

　サッカーを好きになりつつ上達するように、楽しむこと
を基本にして指導しています。サッカーは、常に状況が変
わりパスやドリブルなどの判断が瞬時に求められます。人
に言われて動くのではなく、常に自分で状況判断して動け
るようになることで、将来にも役立つように指導していま
す。サッカーの魅力はゲーム。なかでもゴールの瞬間は最
高です。一緒にゴールの瞬間を共有してみませんか？

+プラス
グッジョブグッジョブ
常陸太田で働く若者
　　　　　・起業家等を紹介

vol.3

常陸太田市役所　72-3111広報ひたちおおた　2016 年 6 月号 21

伊 師 源 樹 さん（大森町）

 問商工振興・企業誘致課（内線 622）

精密シャフトの製造をしています。担当しているのは、主に直径が 1 ㎜以下の
もので、ミクロンからサブミクロン単位の精度で加工をしています。納品先で完
成する製品は医療機器をはじめ、自動車、工作機械などさまざまで、どれも専用
品です。使われる製品が、人の役に立つ物なので責任感とやりがいを感じています。

入社のきっかけは、地元の企業で工業技術を身につけたいと思い会社見学をし
たところ、物づくりへの思いが強くなったことです。入社当時、上司に「社内で
も次の工程はお客様と思うこと」と教わり、社内でお互いを思いやりながら結束
することが、お客様に安全安心な製品を届けることにつながっていると思います。
これは後輩にも伝えていきたいです。

まだまだ毎日が勉強ですが、MIZUI イズム（できませんと言わない・約束が守
れる・最後まで諦めない・主体性を持って行動できる・人のせいにしない）を芯
にして、これからも止まることなく成長したいと思います。

※　1 ミクロンは 1/1,000 ㎜（1 マイクロメートル）、サブミクロンは 1/10,000 ㎜

精密部品のプロフェッショナルを目指して 

瑞井精工株式会社
住　所　折橋町 825 番地
従業員　33 人
電話番号　82‐2241
創業　昭和 42 年

Team Data

☆団員数　小学 1 年～ 6 年生までの男女 30 人
☆設立年　平成 13 年
☆練習日時　日曜日　9:00 ～ 12:00
☆練習場所　松平運動公園
☆問い合わせ　代表  和田　潔　☎ 85 ‐ 1725



今月は「太田進徳幼稚園」で～す

この広報紙は再生紙を使用しています

6 月で１歳です！元気
に

すく
すく

引田凱
か い き

貴くん
6 月 30 日（久米町）

　年長児 40 人が心をひ
とつに取り組んでいる天
神ばやし太鼓。「やればで
きる」「あきらめない」が
合言葉！今年も響け！ 40
人の努力の証

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませ
んか。掲載希望の方は、下記の申込フォームから
お申し込みください。写真を添えて窓口または郵
送でお申し込みいただくことも可能です。

表紙に
よせて

自酒プロジェクト「ご縁だね」のイベント、「お田植えどろんこまつり」が行われ、田んぼの中にまかれた、お宝
に見立てたカラーボールを激しく泥を巻き上げながら取り合っていました。

　◇�対象　市内に住所を有する平成 27 年 8 月生まれのお
子さん（8 月号掲載分）

　��◇応募締切　7 月 11 日月

大橋遥
は る か

香ちゃん
6 月 28 日（幡町）

佐藤隼
しゅんと

翔くん
6 月 11 日（宮本町）

大和田真
ま ひ ろ

寛くん
6 月 10 日（金井町）

佐藤暁
あき

くん
6 月 23 日（栄町）

大和田奏
そうすけ

介くん
6 月 13 日（瑞龍町）

富永愛
め い

彩ちゃん
6 月 9 日（宮本町）

井上莉
り の あ

愛ちゃん
6 月 19 日（内堀町）

大高翼
つばさ

くん
6 月 18 日（幡町）

年長さん
（つばめ組）

天神ばやし

年長さん
（かもめ組）

�◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号
◇申込フォーム　�市のホームページの「市政」→ 「広報・広聴」→「はじめての誕生日申し込み」または

携帯電話などのバーコードリーダーで、右のＱＲコードを読み取ってお申し込みください。
◇�その他　応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.

lg.jp ／内線 303・304）　

発行　常陸太田市／編集　情報政策課
〒 313-8611　常陸太田市金井町 3690
＊広報ひたちおおたは、市のホームページでもご覧になれます　URL  http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/


